
市 議 会 だ よ り 第２４２号（5） 2020年（令和２年）２月８日

　12 月定例会では、17 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、分野ごとにまとめて掲載しました。

※「市民の声」＝市民の声を届ける会

久
保
川
隆
志
議
員
（
公
明
党
）

　

公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
学

校
徴
収
金
の
う
ち
、
給
食
費
は

令
和
３
年
度
か
ら
公
会
計
化
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
納
付
方
法
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
保
護
者
や
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
そ

の
他
の
徴
収
金
の
納
付
方
法
に

関
す
る
市
の
対
応
を
問
う
。

答　
公
会
計
化
さ
れ
る
学
校
給

事
務
の
負
担
軽
減
に
向
け 

市
の
対
応
は

振
込
以
外
に
も
多
様
な
納
付
方
法
を
検
討

学校徴収金

食
費
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
の
振
込
手
続
き
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
収

納
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な

ど
多
様
な
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
徴
収
金

に
つ
い
て
も
、
口
座
引
き
落
と

し
に
よ
る
納
付
が
で
き
る
よ
う
、

教
育
委
員
会
と
校
長
会
等
で
組

織
す
る
検
討
委
員
会
に
お
い
て

具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

か
い
づ
勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

第
三
中
学
校
南
側
の
崖
地
に

つ
い
て
は
、
い
つ
見
舞
わ
れ
る

か
分
か
ら
な
い
台
風
等
に
よ
る

災
害
に
備
え
、
以
前
か
ら
安
全

対
策
を
求
め
て
き
た
。
そ
の
後

の
市
の
取
り
組
み
及
び
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
に
向
け
た

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

当
該
崖
地
の
安
全
対
策

に
向
け
て
は
、
令
和
元
年
10

安
全
対
策
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は

関
係
者
で
協
議 

警
戒
区
域
指
定
の
準
備
も

第三中学校南側の崖地

月
、
市
も
同
席
し
た
上
で
崖
地

の
所
有
者
等
に
よ
る
話
し
合
い

の
場
を
設
け
、
今
後
も
継
続
し

て
対
策
を
協
議
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
地
形
や
地
質
に
関
す
る
県

の
基
礎
調
査
が
完
了
し
て
お
り
、

今
後
、
関
係
地
権
者
を
対
象
と

し
た
県
主
催
の
説
明
会
に
向
け
、

県
と
共
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

工
事
未
完
了
の
区
域 

今
後
ど
う
進
め
る

安
全
確
保
へ
の
協
力
を
丁
寧
に
説
明
す
る

堀
越
　
優
議
員
（
公
明
党
）

　

過
日
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ

り
全
国
で
土
砂
災
害
が
あ
っ
た

が
、
市
内
の
崖
崩
れ
警
戒
区
域

88
カ
所
の
う
ち
安
全
対
策
工
事

が
完
了
し
て
い
る
の
は
20
カ
所

と
い
う
。
崖
崩
れ
の
防
止
は
崖

地
の
所
有
者
だ
け
で
な
く
行
政

が
対
策
を
進
め
る
こ
と
も
重
要

だ
が
、
残
る
崖
地
の
対
策
工
事

は
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

崖地の安全対策

答　
工
事
未
完
了
の
崖
地
68
カ

所
に
つ
い
て
は
所
有
者
に
適
切

な
管
理
を
依
頼
し
て
お
り
、
崖

地
の
安
全
対
策
は
所
有
者
の
責

務
で
あ
る
旨
と
、
市
の
助
成

制
度
も
案
内
し
て
い
る
。
崖
の

規
模
に
よ
っ
て
は
国
又
は
県
の

補
助
が
あ
る
が
、
市
と
し
て
は
、

今
後
も
安
全
確
保
に
係
る
周
辺

住
民
の
同
意
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

中
村
よ
し
お
議
員
（
公
明
党
）

　

令
和
元
年
９
月
に
千
葉
県
に

上
陸
し
た
台
風
15
号
に
よ
り
、

本
市
の
多
く
の
梨
農
家
で
収
穫

間
近
の
梨
の
落
下
等
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
。
市
が
独
自
で
見

舞
金
の
支
給
を
行
っ
た
こ
と
は

画
期
的
だ
が
、
今
後
は
、
天
候

に
よ
る
損
失
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
、
６
次
産
業
化
に
よ
る

落
下
し
た
梨
の
活
用
等
農
家
へ

梨
農
家
へ
の
支
援
策 

市
の
認
識
は

落
下
し
た
梨
の
活
用
な
ど
研
究
し
て
い
く

農産物の台風被害

の
支
援
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
今
回
の
被
災
で
、
梨
の
被

害
の
抑
止
に
は
鳥
よ
け
の
防
鳥

網
よ
り
も
目
が
細
か
い
多
目
的

防
災
網
の
方
が
効
果
的
で
あ
る�

こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、

多
目
的
防
災
網
へ
切
り
替
え
や

す
く
す
る
施
策
を
検
討
す
る
。

落
下
し
て
傷
つ
い
た
梨
は
日
持

ち
が
悪
く
活
用
は
難
し
い
が
、

今
後
引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
実
証
実
験
運
行
中
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
北
国
分
ル
ー
ト

教 育防 災

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
に
身
近
な
中
小
企
業
や

商
店
街
等
を
支
援
し
、
地
域
経

済
や
雇
用
を
守
る
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
内
に
お

け
る
循
環
型
経
済
の
確
立
及
び

経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
循
環
型
経
済
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
企
業
の
発
展
を
促

し
生
産
額
を
向
上
さ
せ
る
と
共

循
環
型
経
済
の
確
立 

市
の
考
え
は

事
業
者
支
援
と
市
内
消
費
の
促
進
が
重
要

市内経済の活性化

に
、
市
民
の
消
費
を
活
性
化
し

市
内
で
の
消
費
を
促
す
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
事
業
者
を
支
援
す
る
こ

と
で
雇
用
を
生
み
、
市
内
で
の

消
費
拡
大
に
よ
り
新
た
な
起
業

者
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
経
済
活
動
へ
の
支
援
を

行
い
、
事
業
者
の
新
た
な
挑
戦

を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
最

大
限
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

国
松
ひ
ろ
き
議
員
（
創
生
市
川
）

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
発
表
に
よ
る

と
、
同
社
は
下
総
中
山
駅
及
び

西
船
橋
駅
に
お
い
て
、
事
故
防

止
の
た
め
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
市
川
駅
や
本
八

幡
駅
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
こ
で
、
両
駅
へ
の

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
見
込
み
に

つ
い
て
、
本
市
の
認
識
を
問
う
。

市
川
駅
・
本
八
幡
駅
へ
の
設
置
は

早
期
の
設
置
を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
く

鉄道駅のホームドア

答　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
２
０
２

５
年
度
末
ま
で
に
東
京
圏
在
来

線
の
１
２
０
駅
程
度
に
ホ
ー
ム

ド
ア
を
設
置
す
る
方
針
を
発
表

し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
乗

降
客
数
が
日
に
10
万
人
以
上
で

あ
る
市
川
駅
及
び
本
八
幡
駅
に

お
い
て
も
同
年
ま
で
に
整
備
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
可

能
な
限
り
早
く
設
置
さ
れ
る
よ

う
、
同
社
へ
要
望
し
て
い
く
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

令
和
元
年
10
月
よ
り
、
北
国

分
駅
と
矢
切
駅
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
北
国
分
ル
ー
ト
の

実
証
運
行
が
始
ま
っ
た
。
バ
ス

の
運
行
は
交
通
不
便
地
域
対
策

の
他
、
高
齢
者
等
の
足
の
確
保

に
も
な
る
。
同
ル
ー
ト
の
実
証

運
行
の
経
過
と
本
格
運
行
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答　
実
証
運
行
の
開
始
に
合
わ

本
格
運
行
へ
向
け
た
取
り
組
み
は

実
証
運
行
踏
ま
え
今
後
も
研
究
し
て
い
く

コミュニティバス北国分ルート

せ
、
市
は
バ
ス
停
付
近
の
安
全

対
策
や
周
知
等
に
努
め
て
お

り
、「
市
川
市
北
西
部
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
走
ら
せ
る
会
」

は
、
利
用
者
や
地
域
自
治
会
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
採
算
率
の
確
認

や
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
参
考
に
運

行
計
画
の
改
善
を
図
る
等
、
地

域
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
バ

ス
と
な
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

西
村
　
敦
議
員
（
公
明
党
）

　

現
在
、
国
・
県
に
よ
り
行
徳

橋
架
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
取
り
付
け
道
路
用
地

が
一
部
未
取
得
と
の
こ
と
で
、

予
定
通
り
工
事
が
完
了
す
る
か

心
配
で
あ
る
。
令
和
２
年
３
月

末
の
供
用
開
始
に
向
け
た
今
後

の
整
備
の
進
捗
に
つ
い
て
問
う
。

ま
た
、
供
用
開
始
前
に
地
元
住

民
等
を
対
象
に
現
場
説
明
会
等

未
取
得
の
用
地
あ
る
が
工
事
へ
の
影
響
は

河
川
管
理
者
等
と
具
体
策
協
議
し
て
い
く

行徳橋の架け替え

を
開
催
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　
用
地
の
取
得
状
況
は
面
積

ベ
ー
ス
で
約
９
割
で
あ
り
、
用

地
取
得
が
完
了
し
な
い
場
合
で

も
、
取
得
し
て
い
る
用
地
の
中

で
通
行
に
支
障
が
な
い
形
で
整

備
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
供
用
開
始
前
の

内
覧
会
等
、
地
元
住
民
等
を
対

象
と
し
た
催
し
の
開
催
に
つ
い

て
は
今
後
県
と
協
議
し
て
い
く
。

経 済道 路 交 通


